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五重相伝差定集
平成十八年

三月二十四日～二十八日

　　　　　　　　　　　長命寺
五重相傳会、宜しくご助法

賜りますようお願い申し上

げます。　　　　　九　拝

伝灯佛子

　　　　　　　　　傳誉勝教
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ｐ１１　剃度式配置図・要偈配置図

ｐ１２　密室配置図

ｐ１３　日　程　表

　　　衆　会　堂　式（8:30～40）

　

　　木魚念仏（8:00～8：30）

　　山主入堂

　　三唱三禮

　　一枚起請文

　　十念（その後山主転座）

　　同称十念、山主挨拶

　　同称十念

　　山主のみ退堂

　教授師説示

　（第一喚鐘）調読　入堂

　　開　白　法　要（時間過ぎても可）

　　　　　　（8:45～9:05）

　　香湯、香水、塗香、触香、潅頂洒水

一、道場洒水、喚鐘※洒水師黒如にて

一、導師・式衆入堂

一、香　偈（節）経本（ｐ１）

一、三宝禮（節）

一、四奉請（節）（散華）

一、懺悔偈

一、十　念

一、表　白

一、広開偈（十方恒沙仏）

一、十　念

一、五重会禮懺儀

一、恭敬禮拝（十礼程度）

一、 唱禮弥陀宝号

一、月かげ（栞ｐ10）（ｃｄ①）（一分）

一、導師・式衆退堂

　〇休憩（15分）に入る

（勧誡師入堂）

（時間過ぎても可）

○ただし勧誡師さんに了解を得ること！

注意

時間により、

省略することがあります。

　　　衆　会　堂　式（8:30～40）

　

　　木魚念仏（8:00～8：30）

　　山主入堂

　　三唱三禮

　　一枚起請文　（経本ｐ７）

　　十　　念（その後山主転座）

　　同称十念、山主挨拶

　　同称十念

　　山主のみ退堂

　　教授師説示

　（第一喚鐘）調読　入堂（8:40～45）

　　朝　の　お　勤　め（8:45～9:05）

　　　（二日目以降）

第一喚鐘

　　調　読　

　　受者入堂

　　香湯、香水、塗香、触香、潅頂洒水　　　　　　

一、道場洒水、喚鐘※洒水師黒如にて

一、導師・式衆入堂　　

一、香　偈（節なし）　　　　経本（ｐ１）

一、三宝禮（節なし）

一、四奉請（節）（散華）

一、懺悔偈

一、十　念

一、開経偈

一、四誓偈（ゆっくり）

一、本誓偈（弥陀本誓願）

一、十　念

一、五重会禮懺儀

一、 恭敬禮拝（十礼程度）

一、 唱禮弥陀宝号

一、 月かげ（栞ｐ10）

（称え奉る月かげの御詠歌に～）（一分）

一、導師・式衆退堂
　〇休憩（10分）に入る（勧誡師入堂）

（この休憩は85パーセントトイレに行く）

注意

時間により、

省略することがあります。

　　日中のお勤め（半斎供養）（11:30～11:45）

一、導師・式衆入堂　　　

一、 奉請文（三回）（経本ｐ４３～４４）

一、献供呪（導師浄箸・侍者に合せ一拝のみ）　

一、 献供偈

（此食色香味。供養奉請尊令今施主得無量波羅蜜）

一、（百味恩食　自然盈滿　　同称十念）

一、摂益文（経本ｐ11）

一、念佛一会

一、導師・式衆退堂

　〇昼食に入る（受者、行道にて衆会堂へ）

　　贈五重回向（12:35～13:05）

一、 念佛一会

一、贈五重回向、礼拝（一唱一礼）

一、十　　念

一、五重和讃（栞ｐ9）（ｃｄ②）（七分）　

　　（ｃｄ係は退堂しなくてよい）

　　日没のお勤め（15:35～16:00）

（勧誡師と入代わり）

一、導師・式衆入堂　　　

一、発願文（経本ｐ48）

一、摂益文（経本ｐ11）

一、 念佛一会

一、禮竟回向疏

一、総回向偈（経本ｐ11）

一、十　念

一、総願偈（経本ｐ12）

一、三唱三禮

一、送佛偈

一、 十　念

一、 のりの糸（歌）（ｃｄ③）（六分）

（ｃｄ係は退堂しなくてよい）

一、導師・式衆退堂

〇衆会堂に入る（受者は行道にて衆会堂へ）

集会堂にて

同称十念・山主挨拶・十念・教授師諸注意


注意

時間により、

省略することがあります。

　 剃  度  式  次  第
    

先、木魚念仏（十分程度）
 


次、教授師説示
    

次、喚　　鐘

次、調読受者入堂
    

    香湯、香水、塗香、触香、潅頂洒水

（大衆は余間）
      
次、道場洒水

    山主、両僧入堂着座
    

次、香    偈（節付）（低音にて）
    

次、三 宝 礼（節付）
    

次、四 奉 請（節付）両僧散華
    

次、剃度式表白（後・摂心念仏開始）

次、山主、和上交代（払子、中啓）
    

    和上  登高座（摂心念仏）
    

次、壇上洒水
    

    代表焼香
    

    受者一同（居ながら）三唱三礼
    

次、授与十念
    

    受者一同（居ながら）三唱一礼
    受者代表　　名

次、請師の文
    　　氏　　　名

次、和上開導
    

次、剃度作法（代表者）
       

次、授与袈裟（  〃  ）
    

次、巡回剃度作法（木魚係　低音一声一下）
        

    和上  下高座
        

    和上　ナムアミダブ～

（大衆ナムアミダブ）
    

    繰り返して受者一同に作法
        

    和上  再登高座
    
  

次、摂 益 文（和上発声）
    

次、念佛一会（木魚）
   

　和上  下高座　

　和上本尊前一拝後、
    

  （山主に払子を授与し退堂）
    

    山主、本尊前一拝後、登高座

次、同唱十念

次、血    誓
       

次、受　者　トイレ後、念仏待機にて
        

次、哀 愍 偈
        

次、十    念
        

次、退    堂　記念写真設営




　   要  偈  道  場  次  第
先、木魚念仏（十分程度）

次、集会堂説示

次、喚　鐘

次、調読受者入堂
    

    香湯、香水、塗香、触香、潅頂洒水
      
次、道場洒水  

次、露地偈
　　合はち　三通三下
次、誡師　右繞三匝、

　　三匝後裏堂より文普と共に釈尊前に至る。
次、無言三拝
次、敬 礼 偈（導師発声）
次、十　念
次、誡師白道渡河
    本尊前着座
次、香    偈（節付）（低音にて）
次、三 宝 礼（節付）
次、四 奉 請（節付）文普散華
次、要偈道場表白
　  誡師  登高座（木魚摂心念仏）
　　壇上のみ　点灯
次、壇上洒水
    受者代表焼香　　　　　　受者代表　　名
    受者一同（居ながら）三唱三礼
次、授与十念　内外陣点灯
    受者一同（居ながら）三唱一礼
次、開 経 偈（導師発声）
次、右脇師  制誡読誦
次、左脇師  安心請決読誦
　　導師  制誡、安心請決説明終わって
次、受者代表（金丁三下）
次、経巻授与（受者代表）
次、摂 益 文（誡師発声）
次、念佛一会（釈迦三尊へ受者移動）
    誡師  下高座

　 （誡師、本尊前にて一拝後、待つ。白道渡河
　     してきた山主に、文殊経巻授与し退堂）
　     山主、渡河して来た受者に経巻授与
    受者順次退堂
次、総回向偈
次、十念
次、退堂 


  密  室  道  場  次  第
   

先、木魚念仏（十分程度）
    

次、集会堂説示

次、導師伝法仏前着座
    

    （山主借座(木魚摂心念仏)）

次、調読受者入堂
    

    香湯、香水、塗香、触香、潅頂洒水

（座見　受者着座後　「以上」　発声）

次、導師　焼香　無言三拝　
      

    　（無言二礼目で　散丈にて如法衣を脱す）

（三礼目　スポット点灯）
    

（山主に後より着せつける）
      

次、導師登高座
  
次、授与十念　
  

    　内外陣点灯
  

次、正伝法　（開経偈　十念）
  

次、授与血脈（代表者）
  

次、摂益文（導師発声）
  

次、念佛一会
  

    導師下高座
  

   （ 導師、伝法仏前一礼  山主と問訊後退堂
  

    山主伝法仏前一礼後  登高座）
  

    授手印作法・血脈授与

　　受者随時集会堂へ退堂

　　集会堂（トイレ、木魚念仏）
  

次、三唱三礼
  

次、送仏偈
  

次、退　堂（集会堂念仏係）

お礼礼拝（司会　教授師）

（勧誡師挨拶）

　　　　（山主　挨拶）

· この間、祝い膳、餅きり、準備

（若い僧）

　　受者代表　　　名

　　　氏　　　　名　　


 
 

歌　集

月かげ

月かげの　いたらぬ里は　なけれども　

ながむる人の　心にぞすむ

五　重　和　讃　（池上霊心上人　御作）七分

一、不思議な縁に　むすばれて　昨日に変わる　我がすがた
ま白き衣に　身をつつみ　　五重法会の　筵に会う
二、罪やみなやみ　果てしなく　三つの汚れに　身をまかせ

　　今日を楽しむ　おろかさに　気付かせたもう　親ごころ

三、三心四修に　五種正行　　　三種行儀も　ことごとく

　　南無阿弥陀仏の　声の中　　こもりて浄土に　生まれ行く
四、修行の道は　数あれど　　　思いわずろう　こともなく

　　南無阿弥陀仏　ひとすじに　ほとけまかせの　身の安さ
五、たとえ火の海　猛る水　　　あれどひたすら　南無阿弥陀
　　申す許りを　つとめにて　　浄き国に　生まれゆく

六、己が計らい　打ちすてて　　唯み心に　したがえば　

　　おじひの中は　春日和　　　南無阿弥陀仏　阿弥陀仏
の　り　の　い　と　（山崎弁栄上人　御作）　六分

一、あみだほとけの　法のいと　　心の玉に　つらぬきて

みなもろともに　のちのよは　同じはちすの　身とならん

二、この露の身は　ここかしこ　　しばしがほどは　別るとも

　　心はずずの　緒を通おし　　　同じさとりの　身とならん

三、のちこのEQ \* jc2 \* "Font:HG羽衣B" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふみ),経)を　よむひとは　　おもい出すらむ　花のEQ \* jc2 \* "Font:HG羽衣B" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(え),上)に

　　なかばをちぎりし　この友を　ふかきまことの　友として

四、清き御法の　いとぐちを　　　心にとおせ　親も子も

　　また兄弟も　友達も　　　　　この一すじの　法の糸

五、ともに心に　貫きて　　　　　同じく無為の　身となれば

　　親子夫婦も　兄弟も　　　　　六親眷属　友だちも

六、一の法の　糸とおし　　　　　同じく無為の　身とならん


　役　配


　　調読　　　　（　戒 善 寺　上人）


　　喚鐘　　　　（　　　　　　上人）


　　本堂殿司　　（ 専 称 寺　上人）


　　香湯等準備係り　位置　確認


　　　　　　　　（　　　　　　上人）


　　集会堂係　ローソク・線香・木魚


　　引僧　　　　（　　　　　　上人）


　　香湯　　　　（　　　　　　上人）


香水　　　　（　　　　　　上人）


　　塗香　　　　（　　　　　　上人）


　　触香　位置　確認　　


　　　　　　　　（　　　　　　上人）


　　潅頂　　　（　　　　　　上人）


　　道場洒水　　（　　　　　　上人）


　　座検　　　　（　　　　　　上人）


　　係の僧も大きな声で念仏のこと！


　　　　　　　　


大衆は集会堂より集合、解散


引金にて


朝のみ『大哉解脱服』


その他、同称十念


夕のみ『帰僧息諍論』


初日のみ間違えること！（笑う）








本堂準備品





　　洒水器　　　一個


　　表白　　　　一個


　　� HYPERLINK "..\\表白等　請師の文\\禮懺儀.doc" ��礼懺儀�　　　一個





本堂準備品





　　洒水器　　　一個


　　� HYPERLINK "..\\表白等　請師の文\\禮懺儀.doc" ��礼懺儀�　　　一個





　役　配


　  調読　　　 （  戒 善 寺　上人）


　　喚鐘　　　　（　　　　　　上人）


　　本堂殿司　　（  専 称 寺　上人）


　　香湯等準備係り


　　　　　　　　（　　　　　　上人）


　　集会堂係（ローソク・線香・木魚）


　　引僧　　　　（　　　　　　上人）


　　香湯　　　　（　　　　　　上人）


香水　　　　（　　　　　　上人）


　　塗香　　　　（　　　　　　上人）


　　触香　　　　（　　　　　　上人）


　　潅頂　　　　（　　　　　　上人）


　　道場洒水　　（　　　　　　上人）


　　


　　座検　　　　（　　　　　　上人）


　　　　　　　　（　　　　　　上人）


　　　　　　　　


ｃｄ係　　　（鶴山　恒教　上人）





勧誡師　侍者　ビデオ　記録係　　


　　　　　　（上田　光俊 　上人）


　　　　　（今村　義臣 　上人）











　役　配


　　


本堂殿司　　（　専　称　寺上人）


侍　者　　　（　　　　　　上人）


引　僧　　　（　　　　　　上人）　　　　　　


受者係（行堂）（　　　　　　上人）





配膳係り　　（　　　　　　上人）


　　　　　　（　　　　　　上人）


ｃｄ係　　　（　鶴山 恒教　上人）




















準備品


　　


　　� HYPERLINK "..\\表白等　請師の文\\禮竟回向の疏.doc" ��禮竟回向疏�





　役　配


　　


喚　鐘　　　（　　　　　　　上人）


本堂殿司　　（　専　称　寺　上人）


　　　　　　（　　　　　　　上人）


　　　　　　　　





　本堂準備品


　　洒水器　　　一個


　　華籠　　　　二個


　　白蓮　　二×八枚


　　剃度表白・置き香炉


　　水瓶・剃刀・福田衣


　　袈裟・角香炉・朱肉


　　調読帳・血誓帳


　　ティッシュ・ごみ箱


　　� HYPERLINK "..\\表白等　請師の文\\剃度式表白.doc" ��剃度式表白�


　　� HYPERLINK "..\\表白等　請師の文\\請師の文.doc" ��請師の文・�置割笏





本堂配置図　別項参照





剃度式


役　配


　喚鐘　　　　（　　　　　　上人）


　本堂殿司　　（　　　　　　上人）


　香湯等準備係り


　　　　　　　（　　　　　　上人）


　集会堂木魚係


　　　　　　　（　　　　　　上人）


　香湯　　　　（　　　　　　上人）


香水　　　　（　　　　　　上人）


　塗香　　　　（　　　　　　上人）


　触香　　　　（　　　　　　上人）


　潅頂　　　　（　　　　　　上人）


　道場洒水　　（　　　　　　上人）


勧誡師侍者


　　　　　　（　　　　　　上人）


　　　　　　　（　　　　　　上人）


　本堂木魚　　（　　　　　　上人）


　座検　　　　（　　　　　　上人）


　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　


　調読　　　　（　　　　　　上人）








衣体　荘厳衣体　


水冠　　二つ必要


和上は　払子


山主は　中啓





巡剃役配


　先進　　（　　　　　上人）　


　潅頂　　（　　　　　上人）


柄香炉　（　　　　　上人）


剃刀　　（　　　　　上人）


福田衣　（　　　　　上人）


袈裟掛け（　　　　　上人）


袈裟持ち（　　　　　上人）





集会堂木魚


（　　　　　上人）


本堂木魚


（　　　　　上人）











　準備品（本堂配置図　別項参照）


　　もち　　　　三個


　　華籠　　　　二個


　　白蓮　　二×八枚


　　洒水器・合はち・要偈表白・　　　


　　角香炉・ふせがね・水瓶・


　　経巻・請誡・安心請決・


　　長散杖・釈迦三尊・二祖対面・　　


　　四句の偈・さらし・びょう・


　　布テープ・しきみ・置割笏


　　要偈表白





役　配


　喚鐘　　　  （　　　　　　上人）


　本堂殿司　　（　専 称 寺　上人）


　香湯等準備係り（担当者）


　　　　


　集会堂木魚係（　　　　　　上人）


　香湯・香水　（　　　　　　上人）


　塗香　　　　（　　　　　　上人）


　触香　　　　（　　　　　　上人）


　潅頂　　　　（　　　　　　上人）


　道場洒水　　（原田　戒城　上人）


　四天王　　　（岩沼　光裕　上人）


　　


侍　者　　　（井原　信善 上人）


　　　　　　　（高橋　真理 上人）


　本堂木魚　　（　　　　　　上人）


　座検　　　　（　専 称 寺　上人）


　　　　　　　


　　　　　　　


　調読　　　　（　戒 善 寺　上人）　


　　　　　　　


　　（　　　　    上人）








　準備品


　　もち・木魚・如法衣・


大座具・


　　散華・塗香器・長散杖・


　　置割笏・置香炉・伝巻・


　　金屏風・しきみ





役　配


　喚鐘　　　（　　　　　　上人）


　本堂殿司　（　専 称 寺　上人）


　集会堂木魚係


　（田中　上人）


香湯等準備係り（担当者上人）


　香湯・香水（　　　　　　上人）


　塗香　　　（　　　　　　上人）


　触香　　　（　　　　　　上人）


　潅頂　　　（　　　　　　上人）


　本堂木魚　（　専 称 寺　上人）


　如法衣係　（鶴山　恒教　上人）


座検　　　（　専 称 寺　上人）


　　　　　　


　　　　　　　


　調読　　　（  戒 善 寺　上人）


点灯係　　（鶴山　恒教　上人）











　準備品


　　懺悔紙


　　線香


　　ふせがね


　　焚焼用香炉








